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1919 年から 1926 年までのワイマール時代、グロピウスとその協働者たちは、白壁と立方体




























その際、主に資料として用いるのは、Reginald R. Isaacs による "Walter Gropius, Der Mensch und 













2004 年に出版された Gilbert Lupfer / Paul Sigel の "Gropius, 1883-1969, Propagandist der neuen 
Form" (2004, Taschen, Köln) の冒頭の一文は人の目を引く。「ほんとうは zeichen できないのに偉


















1883 年 5 月 18 日、ヴァルター・グロピウス Walter Gropius は、ベルリン市の建築技師ヴァル
ター・グロピウス Walther Gropius と、ユグノーを祖先に持つ母マノンの間に生まれた。彼の一










曾祖父の方は息子が 2 人いて、一人はマルティン・グロピウス（Martin Calr Philipp Gropius 
1824-1880）、もう一人はカール・ルートヴィヒ・アドルフ（Carl Ludwig Adolf 1819-1871）、こ
の後者がヴァルター・グロピウスの祖父である。前者、すなわちわれらがグロピウスの大叔父









1847-1911）が、われらがヴァルター・グロピウス Walter Gropius の父親であり、彼も建築家と














うしてみると 1903 年から 1907 年までの 4 年間、兵役に 1 年間、建築事務所での実習生 1 年間
を費やしているので、実際に大学に在籍したのは 2 年間で、その間も叔父エーリヒの直接の依
頼や紹介で、農場施設や住宅の建設あるいは改装の仕事にかかりきりだったのであり、大学で
の断続的な勉強は長くて 1 年、短ければ数ヶ月だったと思われる。 
グロピウスは大学を辞め 1907 年秋にスペイン旅行に出かけた。この時母親に宛てた手紙に興
味深いものがある。1907 年 10 月 21 日付の手紙である。いわく「最も単純なものを書き留める
ことすらできない私の全くの無能力は、私の多くの良きところをだいなしにしてしまいますし、
そのために私は将来の仕事への心配をしなければならなくなります。私は一本の直線をひくこ
とができません。12 歳の少年の時の方が、もっと良く描く zeihnen ことができました。私には










のデザイン事務所にアシスタントとして入った。まだ 40 歳そこそこのベーレンスは 1907 年か
ら大手電気会社 AEG の製品デザインや宣伝アドバイザーの仕事をしており、彼の仕事として




















































写真 1 ファグス靴型工場 1911 年（筆者撮影） 





はこのとき 31 歳、グロピウスは 27 歳になったばかりだった。そのとき、マーラーは夏の別荘
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というのも私の芸術は他の領域に現れるからだ。」（Isaacs, S.110） 












































の年の 8 月にひどい難産の末に瀕死状態で産まれた男の子マルティン（翌 1919 年 5 月死亡）と
アルマを見舞うことができた。しかしそこでグロピウスは生まれた子供が自分の子供ではなく
ヴェルフェルの息子であることを知った。 
1918 年 8 月のこの時点でのグロピウスのショックは容易に想像できるが、彼が離婚するのは
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２．バウハウス校長グロピウス 
 


















































併合を提案し、これが宮廷庁によって承認され、2 月 28 日グロピウスは、『かつての芸術教育
のための大公国 Hochschule と、かつてのワイマール大公国工芸学校の合併と新設のための
1919/1920 年の予算提案』を提出することができたのである。3 月 16 日に宮廷庁はグロピウス




3 月 25 日、臨時政府はグロピウスの提案や芸術大学教授会の請願に同意を示し、宮廷庁も 4
月 12 日それを追認した（Wingler, SS.36-37）。1919 年から 1920 年にかけて、ワイマールを中心
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この時点からグロピウスはバウハウスを学校として体裁を整えるために全力疾走する。1919































































写真 2 バウハウス校舎内のワシリー・チェアー（筆者撮影） 
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門で学び、その後手工芸マイスターとなるグンタ・シュルツェル（1897-1983）や、バウハウス
の金属工房で多くの金属器をデザインしたマリアンネ・ブラント（1893-1983）など数は少ない





は 1 ヶ月滞在しただけで、ウィーンへと帰っていった。翌年 5 月、もう一度二人はワイマール
を訪れるが、それが最後だった。1920 年 10 月、グロピウスとアルマは離婚した。その後グロ
ピウスはハノーバーでの講演の際に聴衆の中にいた一人の女性を見そめた。イルゼ・フランク
当時 26 歳（1983 年没）、ハノーバーの書店で働いており、すでに婚約者と一緒に暮らしていた。
結局、彼女はグロピウスを選び、1923 年 10 月に結婚し、イーゼ・グロピウスと改名して生涯
の伴侶となる。 


















写真 3 ワイマールのハウス・アム・ホーン 1923 年（筆者撮影） 

















1925 年から 1932 年までのデッサウ・バウハウス時代、市内にはファグス工場の建物を彷彿
とさせるグラスウォールのシンボル的な校舎（写真４）、グロピウス用の住宅（現在はない）と













写真 4 デッサウのバウハウス校舎 1925/26 年（筆者撮影） 







した。その後任者、1928 年夏ゼメスターから 1930 年 8 月までのハンネス・マイア （ー1889-1954）























写真 5 デッサウ・テーテン低層集合住宅 1926/28 年（筆者撮影） 























た。彼は 1931 年 7 月頃よりグロピウスの建築事務所で製図の仕事に就いたが、1932 年 7 月に
は帰国しており、帰路にはヨーロッパ各国を回っているので、実際にグロピウスの事務所で働
いた期間は短かったようである。 





決がなされ、27 対 3 でこれが決議された。反対票 3 は、グロピウス、マルティン・ヴァーグナー、
それにヴィルヘルム・ヴァーゲンフェルトであった。ヴァーゲンフェルトは 1923 年以来バウハ
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は確かに当てはまらない」（ebd. S.157, 同 148 頁）と述べている。またグロピウスの自由主義的・
社会主義的思想の中に潜む伝統主義を指摘する論者もいる（Claussen, SS.80-82）。 
アイザークスは、この問題については控えめに次のような事実を紹介するにとどめている。
すなわち 1934 年 5 月、グロピウスはイギリスで講演を行なったが、「この講演は Royal Institute 























をすることも受け入れ、話がまとまった。1937 年 1 月、ハーバード大学はグロピウスを教授と
して招聘することを正式に決定し、これを受けてグロピウス夫妻は 1937 年 3 月 12 日にアメリ
カに向け、約 2 年半を過ごしたイギリスを発った。 
 














システムにおいても、1865 年のマサチューセッツ工科大学の開設、および 1874 年のハーバー
ド大学における建築学教育の設置に伴う教員も当初はフランス人がアメリカに招かれて教鞭を
執るという状況にあった。とはいえ、アメリカでもヨーロッパ建築学の新動向に関心が向かい
始めていた。そして 1930 年代、29 年恐慌を経てニュー・ディール政策が開始されるようにな
ると、公的資金による住宅建設プロジェクトもその一環として着手されるようになる。すでに
1920 年代ワイマール期のドイツでは、社会化政策によって公的資金による低所得者用の集合住


























（Wingler 1968, S.198-199 グロピウスの同協会スタール夫人宛の手紙）。こうしてモホリ＝ナギ
はイギリスからアメリカに移住し、彼を学長としてアメリカン・スクール・オブ・デザイン、
別名「新バウハウス」が 1937 年 10 月 18 日に開校した。しかしこの学校は資金上の問題で 1938
年 9 月に閉校になった。モホリ＝ナジはその後 1939 年 2 月に School of Design を自分で資金を
工面して開き、1944 年以来 Institute of Design として存続させたが、（利光功、205-214 頁）この
多才なデザイナーは 1946 年シカゴで亡くなった。 
グロピウスは新しい生活を開始する忙しさの中で、モホリ＝ナギだけでなく、アメリカに渡っ

























































日本滞在後、グロピウス夫妻は 1954 年 8 月初めに日本を発ち、香港からバクダッド、カイロ
を経て、ハノーバーから大西洋を渡ってアメリカに帰った。 
晩年、彼の業績に対し、多くの顕彰を受け、平穏な日々を送っていたグロピウスは、1969 年
6 月 7 日、甲状腺の炎症による高熱で入院し、6 月 25 日、手術を受けた。しかし術後に肺出血
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